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日置市

議 会
だより

〒899-2592 鹿児島県日置市伊集院町郡一丁目100番地
TEL（099）248-9435／FAX（099）273-3063
http://www.city.hioki.kagoshima.jp

３月定例会 主な内容

平成25年
5月 第32号

P ２
P ４
P ５
P ６
P 16
P 19
P 20

● 平成25年度当初予算
● 提案された議案の結果
● 平成24年度３月補正予算
● 一般質問
● 所管事務調査結果報告
● 議会改革調査特別委員会報告
● TPP 交渉参加に関する意見書 / 編集後記

地域みんなで楽しく運動を（中区自治会運動会）



ひおき市議会だより　 H 25.５ 2

　

　

５
月
30
日
か
ら
６
月
１
日

に
行
わ
れ
る
第
21
回
環
境
自

治
体
会
議
ひ
お
き
会
議
の
運

営
の
た
め
、
実
行
委
員
会
へ

補
助
を
行
う
。

　

ひ
お
き
会
議
で
は
10
分
科

会
で
、
公
共
部
門
の
配
慮
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
と
都
市

基
盤
等
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

相
互
の
情
報
交
換
等
を
行
い

な
が
ら
実
践
活
動
に
生
か
し

て
い
く
。

　

日
吉
地
域
と
吹
上
地
域
の

防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
、
支
所
に
あ
る
操
作

卓
と
中
継
局
設
備
、
屋
外
拡

声
機
等
を
整
備
す
る
も
の
。

　

な
お
、
市
内
全
体
の
防
災

行
政
無
線
の
整
備
完
了
は
28

年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

　

23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
伊
集
院
小
学
校
の
改
築
に

係
る
費
用
で
、
25
年
度
は
管

理
・
教
室
棟
の
改
築
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
工
事
終

了
は
26
年
度
を
計
画
し
て
い

る
。

 

３月
議会一般会計 217億円を可決

25年度当初予算クローズアップ

施策的経費を除く骨格予算

環境自治体会議ひおき会議開催補助

500万円

　平成25年度は５月に市長選挙を予定しているため、新規施策や施策的経費を極力抑え、義務的経費
や施設維持管理経費などを中心とした「骨格予算」となっています。

平成25年度一般会計予算の概要

小
学
校
校
舎
改
築
事
業（
伊
集
院
小
学
校
）

 

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

８
億
３
２
２
９
万
円

３
億
２
９
０
０
万
円

改築が進む伊集院小学校

日吉支所の防災行政無線中継局
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厳
し
い
経
済
状
況
や
雇
用

環
境
で
、
地
域
の
消
費
の
落

ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、

財
政
計
画
等
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
予
算
計
上
と
考
え
る
。

　

今
年
度
は
骨
格
予
算
で
、

経
常
経
費
を
中
心
に
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

伊
集
院
駅
周
辺
整
備
事
業
、

地
区
振
興
計
画
、
友
好
都
市

交
流
事
業
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
な

ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
向

上
に
必
要
な
予
算
と
理
解
す

る
。

　

国
保
会
計
は
、
国
保
加
入

者
の
減
少
や
給
付
費
の
増
加

な
ど
で
極
め
て
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。

　

特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
に

よ
る
受
診
率
の
向
上
や
医
療

費
分
析
な
ど
医
療
費
削
減
に

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が

う
か
が
え
る
予
算
で
あ
る
。

　

人
権
啓
発
研
修
事
業
費
補

助
金
は
、
特
定
の
団
体
へ
の

補
助
金
で
あ
り
、
市
民
の
税

金
の
使
い
道
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
。

　

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
や

市
民
に
と
っ
て
の
重
要
な
予

算
が
十
分
で
な
い
中
で
、
姉

妹
都
市
や
国
際
交
流
事
業
の

予
算
が
増
額
さ
れ
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　

教
育
費
の
就
学
援
助
制
度

の
対
象
に
国
が
認
め
た
部
活

動
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒

会
費
が
実
現
し
て
い
な
い
。

　

所
得
の
２
割
を
超
え
る
国

保
税
の
世
帯
が
あ
る
な
ど
、

高
す
ぎ
る
国
保
税
は
住
民
を

苦
し
め
て
い
る
。

　

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
市
民
の
声
は
切
実
で
あ

り
、
そ
の
声
に
応
え
て
い
な

い
。

討
論（
一
般
会
計
）

討
論（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

賛
成

反
対

賛
成

反
対

一般会計 217億円を可決
施策的経費を除く骨格予算

平成25年度
当初予算

一般会計・特別会計

公営企業会計
（予算額は千円以下を四捨五入、△はマイナス）※公衆浴場事業会計は、指定管理制度から直営になったため、増額になっている。

会計名 25年度当初予算 対前年度当初予算 採決の結果
増減額 増減率（％）

一般会計 217億3200万円 △16億2800万円 △0.7 賛成19・反対1 で可決

特
別
会
計

国民健康保険 63億3935万円 △451万円 △0.1 賛成19・反対1 で可決

公共下水道事業 7億187万円 3595万円 5.4 全会一致で可決

農業集落排水事業 3695万円 △2万円 0.0 全会一致で可決

国民宿舎事業 2億2272万円 △2181万円 △8.9 全会一致で可決

温泉給湯事業 642万円 △61万円 △8.6 全会一致で可決

公衆浴場事業 1011万円 901万円 822.8 全会一致で可決

飲料水供給施設 61万円 2万円 3.6 全会一致で可決

介護保険 52億7664万円 1億5778万円 3.1 全会一致で可決

後期高齢者医療 6億2551万円 947万円 1.5 全会一致で可決

合　　計 349億5217万円 △14億4272万円 △4.0

会計名 25年度当初予算 対前年度当初予算 採決の結果
増減額 増減率（％）

水
道
会
計

収益的収入 7億4218万円 565万円 0.8
全会一致で可決

収益的支出 7億4218万円 565万円 0.8
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施
設
名

　

日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

日
吉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者

　

社
会
福
祉
法
人

　

日
置
市
社
会
福
祉
協
議
会

指
定
の
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
28
年
３
月
31
日

指
定
の
理
由

　

現
在
社
会
福
祉
法
人
日
置

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定

管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
適

正
な
管
理
状
況
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
す
る
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

　

市
立
保
育
所
あ
り
方
検
討

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま

え
、
平
成
22
年
度
か
ら
市
立

保
育
所
の
民
営
化
を
進
め
て

き
て
お
り
、
今
回
ゆ
の
も
と

保
育
所
を
26
年
４
月
に
民
間

移
管
す
る
た
め
に
保
育
所
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
。

施
設
名

　

ゆ
す
い
ん

指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
日
章

指
定
の
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
30
年
３
月
31
日

指
定
の
理
由

　

指
定
管
理
者
と
し
て
予
定

し
て
い
た
有
限
会
社
日
章
が

企
業
合
併
に
伴
い
、
解
散
し
、

そ
の
権
利
義
務
の
全
部
が
株

式
会
社
日
章
に
承
継
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
新
た

に
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

す
る
も
の
。

  

反　

対

　

民
間
へ
移
管
せ
ず
、
公
立

保
育
所
と
し
て
残
す
べ
き
。

  

賛　

成

　

公
立
保
育
所
の
運
営
に
対

す
る
国
・
県
の
補
助
金
が

廃
止
さ
れ
一
般
財
源
化
さ
れ

て
お
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を

効
果
的
に
運
用
す
る
う
え
で
、

民
営
化
は
必
要
。

《
賛
成
17
・
反
対
３
で
可
決
》

  

反　

対

　

雇
用
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
な

ど
市
が
責
任
を
持
っ
て
運
営

す
べ
き
。

  

賛　

成

　

こ
れ
ま
で
、
有
限
会
社
日

章
が
着
実
に
運
営
し
て
き
て

お
り
、
今
後
も
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
を
企
画
す
る
な

ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
力
を
感
じ
る
。

《
賛
成
15
・
反
対
４
で
可
決
》 　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
政
務
調
査
費
の
名
称
を

政
務
活
動
費
に
改
め
、
使
途

基
準
を
条
例
に
定
め
る
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

※
政
務
活
動
費
と
は
…

　

議
会
の
活
性
化
と
政
策
立

案
能
力
の
充
実
強
化
を
図
る

た
め
、
議
員
の
調
査
研
究
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
交
付

す
る
も
の
。

　

鹿
児
島
県
か
ら
譲
与
さ
れ

た
吹
上
地
域
の
藤
元
駐
在
所

跡
の
建
物
を
一
般
住
宅
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
一
般
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

　

市
の
財
政
運
営
に
寄
与
す

る
た
め
、
議
員
報
酬
を
任
期

満
了
の
日
ま
で
３
％
減
額
す

る
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

　

市
の
財
政
運
営
に
寄
与
す

る
た
め
、
市
長
等
の
給
料
お

よ
び
管
理
職
手
当
の
減
額
を

行
う
も
の
。

　

市
長
給
与
10
％

　

副
市
長
給
与
５
％

　

教
育
長
給
与
３
％

　
（
任
期
満
了
の
日
ま
で
）

　

管
理
職
員
給
与
２
％

　

管
理
職
手
当
10
％

　
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
）

《
全
会
一
致
で
可
決
》

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

野
﨑　

楠
雄　

氏

　
　
（
東
市
来
町
湯
田
）

《
全
会
一
致
で
適
任
》

　

討　

論

　

討　

論

日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
複
合
施
設
「
ゆ
す
い
ん
」

市
立
保
育
所
条
例
廃
止

　
ゆ
の
も
と
保
育
所
は
26
年
度
民
間
移
管
へ

指　定
管理者

３月議会に上程された
主な議案

一般住宅として活用される藤元駐在所跡

来年度民間へ移管されるゆのもと保育所

社協が管理を行う日吉老人福祉センター

藤
元
駐
在
所
跡

一
般
住
宅
と
し
て
活
用
へ

「
政
務
調
査
費
」
名
称
を

「
政
務
活
動
費
」
へ
改
正

議
員
報
酬
３
％
カ
ッ
ト

市
長
等
給
与
の
カ
ッ
ト
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　国の緊急経済対策として５事業主体のハ
ウス建設や茶生葉洗浄脱水機等導入に対す
る事業補助金。
　（国50％、県15％、市15％補助）

　国の緊急経済対策として道路付属物（標
識や照明）、トンネル、路面などの点検・
調査を行うもの。
　（国60％補助）

　東日本大震災復興特別会計予備費に係る
学校施設環境改善交付金事業で、土橋幼稚
園の耐震補強工事を行うもの。
　（国1/3補助）

活動火山周辺地域
防災営農対策事業

防災・安全交付金事業 土橋幼稚園耐震補強工事費

1億3319万円

590万円 833万円

まちづくり応援基金への積立

397万円

会 計 名 補 正 額 補 正 後 予 算 採決の状況

一 般 会 計（ 第 ８ 号 ） ３億２１８８万円 ２５１億８４７３万円 全会一致で可決

一 般 会 計（ 第 ９ 号 ） ２億７８０万円 ２５３億９２５３万円 全会一致で可決

国 民 健 康 保 険 ７９６万円 ６７億９９２７万円 全会一致で可決

公 共 下 水 道 事 業 △３７８３万円 ６億６４８３万円 全会一致で可決

農 業 集 落 排 水 事 業 △８万円 ３６８８万円 全会一致で可決

国 民 宿 舎 事 業 △１７６６万円 ２億３０１３万円 全会一致で可決

温 泉 給 湯 事 業 歳出予算の組替 ８９３万円 全会一致で可決

介 護 保 険 △１４６９万円 ５１億６３９５万円 全会一致で可決

後 期 高 齢 者 医 療 △１０７万円 ６億１９６５万円 全会一致で可決

水
道
事
業

収 益 的 収 入 １４万円 ７億３６６８万円
全会一致で可決

収 益 的 支 出 １４万円 ７億３６６８万円

 ●一般会計・特別会計補正予算

 ●公営企業会計補正予算

（１万円未満四捨五入：△はマイナス）

平成24年度
補正予算  5億2968万円追加

国の緊急経済対策などで

　平成24年度にいただいた
かごしま応援寄付金や一般・
指定寄付金をまちづくり応援
寄付金へ積み立てるもの。

一般会計
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	 	 	 	これからどう する! 日置市
３月定例会では１３人の議員が登壇し、   日置市の未来を見据え質問を行いました。

一 般  質 問

	 	 	 	
　
　

黒
田
　
澄
子
　
議
員

  

日
置
市
職
員
定
数
条
例
で

職
員
定
数
５
０
８
人
の
う
ち

消
防
職
員
定
数
が
75
人
と
、

う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

消
防
職
員
以
外
で
は
非
正

規
雇
用
の
職
員
２
７
５
人
が

雇
用
さ
れ
て
い
る
が
、
消
防

職
員
の
非
正
規
雇
用
は
可
能

か
。

　

ま
た
、
新
規
採
用
さ
れ
て

も
消
防
学
校
で
の
訓
練
等
が

必
要
な
専
門
職
で
あ
る
事
や

現
職
者
も
長
期
で
研
修
等
に

出
か
け
る
た
め
に
、
日
常
的

な
勤
務
も
き
わ
め
て
余
裕
の

な
い
状
態
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

分
遣
所
に
お
い
て
は
、
火

災
の
際
に
消
防
車
で
５
人
全

員
出
場
す
る
が
、
先
に
救
急

車
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
３
人

で
出
場
し
そ
の
後
に
火
災
が

あ
る
と
２
人
で
出
場
と
な
る

現
状
が
あ
り
、
市
民
へ
の
説

明
は
理
解
が
得
難
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
最
近
木
造
密
集
地

で
の
火
災
や
放
火
が
相
次
ぎ
、

本
市
で
も
同
様
の
事
が
な
い

と
は
言
え
な
い
。

　

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る

最
前
線
の
現
場
で
あ
る
消
防

職
員
の
定
数
増
は
急
務
と
考

え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。 　

消
防
職
員
の
非
正
規
雇
用

は
、
専
門
性
か
ら
見
て
も
不

可
能
で
あ
る
。

　

近
隣
市
の
状
況
を
踏
ま
え

て
定
数
を
決
め
た
が
、
今
後

早
め
に
消
防
委
員
会
を
開
き

検
討
し
て
い
た
だ
く
。

　

鹿
児
島
県
は
女
性
の
管
理

職
登
用
が
都
道
府
県
で
全
国

最
下
位
で
あ
り
、
さ
ら
に
本

市
は
ゼ
ロ
で
あ
る
た
め
、
全

国
最
下
位
鹿
児
島
県
の
最
下

位
と
な
る
。

　

本
市
の
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
に
も
管
理
職
へ
の
女

性
の
登
用
が
う
た
わ
れ
５
年

が
過
ぎ
る
が
、
な
ぜ
登
用
さ

れ
な
い
か
市
長
に
伺
う
。

　

市
の
女
性
職
員
は
１
３
３

人
お
り
、
や
る
気
の
あ
る
女

性
職
員
を
管
理
職
に
登
用
し

た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

＊
消
防
団
ホ
ー
ス
・
被
服

＊
民
間
住
宅
活
用
型
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

＊
住
民
票
等
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
公
布

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

＊
３
種
ワ
ク
チ
ン
（
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸

が
ん
）
予
防
接
種
法
改
正

消防職員の定数増
を考えないか

部課長級の管理職へ
女性の登用を

【答弁】
消防委員会を開いて検討す
る

【答弁】
管理職への女性の登用を考
える

質問
1

質問
2

より良い市政を目指して

災害に備え日々訓練を行う消防職員

黒
田

黒
田

市
長

市
長



ひおき市議会だより　 H 25.５7

	 	 	 	

	 	 	 	

これからどう する! 日置市
３月定例会では１３人の議員が登壇し、   日置市の未来を見据え質問を行いました。

一 般  質 問

　

地
域
を
守
る
、
自
然
を
守

る
、
環
境
を
守
る
、
農
業
を

守
る
な
ど
、
河
川
の
持
つ
影

響
力
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
。

　

豊
か
な
自
然
と
恵
み
を
与

え
て
く
れ
る
河
川
と
の
共
存

共
栄
が
大
切
で
あ
る
。

　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
、

市
民
の
要
望
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　

成
田
　
浩
　
議
員

　

保
全
対
策
は
、
十
分
で
あ

る
か
。

　

ま
た
、
河
川
愛
護
作
業
を

進
め
る
上
で
、
土
手
の
除
草

伐
採
が
そ
の
地
域
の
人
々
の

美
化
作
業
等
で
環
境
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。

　

寄
り
洲
除
去
を
県
は
、
４

年
計
画
で
２
級
河
川
を
順
次

行
っ
て
い
く
が
、
25
年
度
に

市
内
の
３
河
川
の
工
事
を
予

定
し
、
２
７
０
０
㎥
程
度
を

計
画
し
て
い
る
。

　

市
の
準
用
河
川
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、

環
境
保
全
調
査
を
毎
年
行
っ

て
い
る
。

　

県
の
「
わ
が
ま
ち
の
川
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
等
を
幅
広
く

活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
各

団
体
へ
説
明
し
て
い
る
。

　

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
な
ど
魚
介

類
、
ホ
タ
ル
な
ど
川
辺
に
住

む
生
物
を
保
護
し
、
外
来
種

の
魚
類
の
駆
除
も
生
態
系
の

維
持
に
必
要
で
あ
る
が
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

　

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
捕
獲
高

が
昨
年
に
比
べ
て
半
減
し
て

い
る
。

　

ウ
ナ
ギ
稚
魚
の
放
流
を
う

な
ぎ
種
苗
採
捕
組
合
や
県
な

ど
で
行
っ
て
お
り
、
ま
た
全

国
的
な
問
題
で
も
あ
る
か
ら

国
へ
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

河
川
の
転
倒
井
堰
な
ど
の

整
備
で
は
基
本
的
に
す
べ
て

魚
道
を
設
け
て
い
る
。

　

外
来
種
は
ダ
ム
や
た
め
池

な
ど
調
査
を
し
て
対
応
し
て

い
く
。

河川の保全対策・環
境対策は十分か

【答弁】
寄り洲除去に努める

質問
1

河川の資源対策はど
うなっているか

【答弁】
生き物との共生を考えてい
く

質問
2

寄り洲の除去等で河川の保全管理を

成
田

成
田

市
長

市
長
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花
木
　
千
鶴
　
議
員

　

５
月
に
開
催
さ
れ
る
環
境

自
治
体
会
議
で
、
本
市
の
環

境
施
策
は
ど
の
よ
う
に
推
進

さ
れ
る
の
か
。

　

環
境
教
育
に
ど
う
生
か
す

か
。

　

今
年
度
取
り
組
ま
れ
た
調

査
を
基
に
、
今
後
の
本
市
の

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構

想
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
設

置
で
償
却
資
産
分
の
税
収
増

と
な
る
が
、
環
境
施
策
推
進

の
た
め
の
目
的
基
金
に
積
み

立
て
た
ら
ど
う
か
。

　

環
境
自
治
体
会
議
を
行
政

と
市
民
、
共
に
環
境
に
関
す

る
学
び
の
機
会
と
し
、
今
後

の
環
境
施
策
推
進
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　

伊
作
小
の
児
童
が
海
亀
保

護
等
の
発
表
や
全
体
会
へ
の

参
加
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
今
後
は
、
産
・
官
・
学
連

携
の
日
置
市
小
水
力
推
進
協

議
会
等
を
通
し
て
、
実
証
実

験
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
か
ら
始
め
る
が
、
市
民
の

参
加
も
期
待
し
た
い
。

　

償
却
資
産
分
の
増
収
に
つ

い
て
は
、
当
面
、
一
般
財
源

と
し
た
い
。

環境自治体会議で環
境施策の推進は

【答弁】
学びの機会とし、　施策推進
に活かす

質問
1

　
　

漆
島
　
政
人
　
議
員

　

現
在
、
地
区
が
抱
え
る
課

題
は
地
区
振
興
計
画
事
業
に

よ
っ
て
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

中
心
か
ら
離
れ
た
地
域
の
経

済
は
疲
弊
し
山
間
部
の
過
疎

化
の
進
行
も
著
し
い
。

　

今
後
は
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
将
来
に
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
地
区
振
興
計
画
も
住

民
の
知
恵
と
行
動
で
策
定
す

る
旧
町
単
位
で
の
振
興
計
画

に
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　

４
町
が
合
併
し
た
目
的
と

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
、
自

治
体
内
分
権
の
一
環
と
し
て

旧
町
単
位
で
懸
案
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
の
良
い
点
・
悪

い
点
、
取
り
組
み
組
織
構
築

な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
は
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

第
３
期
地
区
振
興
計
画
の

方
向
性
と
合
わ
せ
て
論
議
し

て
い
く
。

　

本
市
の
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
県
内
で
も
高
く
、
そ

の
推
移
も
伸
び
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
な
ど
が
理
由
で

平
成
23
年
度
に
は
国
保
会
計

の
歳
入
が
不
足
し
国
保
税
の

値
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
今
の
医
療
費
の

推
移
で
行
く
と
平
成
26
年
度

に
は
、
ま
た
歳
入
が
不
足
す

る
見
通
し
で
あ
る
。

　

こ
こ
は
何
と
し
て
も
健
康

管
理
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
歳
出
の
医
療
給
付
費
の

抑
制
を
図
り
不
足
分
を
解
消

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
基
本
と
な
る
の
は
特

定
健
診
の
受
診
率
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今

年
度
の
取
り
組
み
体
制
は
。

　

平
成
24
年
度
は
、
未
受
診

者
へ
の
個
別
受
診
勧
奨
活
動

の
成
果
に
よ
り
２
月
末
現
在

で
55
・
９
％
と
大
き
な
伸
び

と
な
っ
た
。

　

受
診
勧
奨
活
動
を
行
う
中

で
感
じ
た
こ
と
は
、
特
定
健

診
の
意
味
や
内
容
を
誤
っ
て

理
解
さ
れ
て
い
る
方
や
継
続

受
診
の
重
要
性
と
い
っ
た
基

本
的
な
理
解
が
市
民
の
方
に

浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

年
度
は
目
標
受
診
率
を
65
％

に
定
め
、
健
診
を
受
け
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
分
か
り
や

す
く
粘
り
強
く
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

衰退していく周辺地
域の対策は

【答弁】
課題が多いので今後論議し
ていく

質問
1

国保会計の歳入不足
解消策は

【答弁】
引き続き受診率65％を目標
に取り組む

質問
2

吹上伊作の街並み

花
木

市
長

漆
島

漆
島

市
長

市
長
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い
じ
め
・
体
罰
の
調
査
等

は
、
教
育
委
員
会
の
一
方
向

性
だ
け
の
調
査
で
は
把
握
で

き
な
い
こ
と
も
多
い
と
思

う
。

　

子
ど
も
や
保
護
者
等
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　

本
市
に
は
５
人
の
心
理
士

が
い
る
の
で
、
そ
の
方
々
や

関
係
者
が
協
議
し
、
課
題
の

発
見
や
解
決
を
図
る
た
め
の

場
を
作
る
こ
と
も
大
事
で
は

な
い
か
。

　

い
じ
め
等
の
問
題
が
起
き

た
ら
、
す
ぐ
に
調
査
し
て
対

処
し
て
お
り
、
部
活
等
で
の

体
罰
は
無
い
も
の
と
考
え

る
。

　

本
市
は
多
く
の
心
理
職
を

配
置
し
て
お
り
、
専
門
職
が

情
報
交
換
な
ど
を
行
う
協
議

の
場
は
必
要
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
中
に
あ
る
多
く

の
可
能
性
を
引
き
出
す
教
育

を
大
事
に
し
た
い
。

いじめ・体罰の把握
は

【答弁】
学期毎に報告を受けている

質問
２

①
昨
年
５
月
に
現
状
を
説
明

し
、
対
策
を
要
望
し
た
が
、

対
策
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

②
国
県
の
担
当
者
も
昨
年

６
・
７
月
に
現
場
確
認
さ
れ

た
が
、
本
市
と
の
連
携
は
。

③
国
有
林
は
国
で
、
そ
れ
以

外
は
県
で
事
業
実
施
予
定
だ

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

④
環
境
自
治
体
会
議
ひ
お
き

会
議
で
は
吹
上
浜
の
現
状
、

原
因
や
対
策
を
ど
う
発
信
す

る
か
。

　
　

田
畑
　
純
二
　
議
員

⑤
こ
の
付
近
へ
の
海
亀
の
上

陸
と
産
卵
の
現
状
を
ど
う
と

ら
え
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
。

①
②
③
昨
年
６
月
、
担
当
課

で
測
量
し
地
域
振
興
局
や
地

権
者
と
も
現
地
確
認
し
た
。

　

７
月
、
県
庁
で
合
同
対
策

会
議
を
開
き
、
治
山
関
係
の

事
業
で
県
の
鹿
児
島
地
域
振

興
局
林
務
水
産
課
が
担
当
と

な
っ
た
。

　

地
域
振
興
局
に
平
成
25
年

度
治
山
事
業
実
施
要
望
書
を

提
出
し
た
。

　

国
有
林
部
分
は
森
林
管
理

署
で
実
施
予
定
。

④
⑤
吹
上
浜
汀て

い
せ
ん線
の
変
化
に

よ
る
海
岸
線
の
景
観
や
海
亀

産
卵
の
減
少
も
問
題
。

　

今
回
の
ひ
お
き
会
議
で
は
、

生
態
環
境
の
分
野
で
海
岸
の

危
機
状
況
等
を
紹
介
し
、
情

報
交
換
を
行
い
、
対
策
に
つ

な
が
る
分
科
会
に
し
て
い
く
。

①
小
規
模
自
治
体
が
持
続
し
、

自
律
・
自
立
す
る
た
め
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
は
。

②
合
併
効
果
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

③
存
在
感
の
あ
る
自
治
体
と

は
ど
ん
な
も
の
で
、
存
在
感

あ
っ
て
生
き
残
れ
る
対
策
は
。

④
新
過
疎
法
と
過
疎
自
治
体

と
の
連
携
を
ど
う
と
ら
え
、

本
市
で
の
適
用
役
立
て
方
は
。

⑤
小
規
模
自
治
体
と
言
え
る

本
市
の
将
来
性
、
可
能
性
と

課
題
は
何
で
対
処
策
は
。

①
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ

う
行
政
改
革
を
進
め
地
方
分

権
型
社
会
に
対
応
し
て
い
く
。

②
行
政
体
質
の
強
化
が
図
ら

れ
た
が
、
市
民
の
声
が
届
き

に
く
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
あ
っ
た
。

③
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
質
の
高
い
行
政
。

④
ど
こ
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

有
利
な
過
疎
債
を
充
当
す
る
。

⑤
県
と
鹿
児
島
市
に
隣
接
し

て
い
る
事
を
十
分
に
生
か
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
本
市
の
地
域
雇
用
対
策

　

ガ
バ
ナ
ン
ス

　

統
治
の
意

　

汀　

線

　

海
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
。

な
ぎ
さ
の
線
。

日吉町吉利浜の浜崖
対策は

【答弁】
県営または県単治山事業で
要望

質問
1

小規模自治体と言え
る本市のあり方は

【答弁】
足腰の強い自立した自治体
をめざす

質問
2

吉利浜の浜崖

花
木

教
育
長

田
畑

田
畑

市
長

市
長
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坂
口
　
洋
之
　
議
員

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

国
保
の
被
保
険
者
の
保
険
料

負
担
は
重
く
、
高
齢
化
で
保

険
給
付
費
の
状
況
は
厳
し
く

運
営
は
危
機
的
な
状
況
だ
。

　

25
年
度
の
国
保
会
計
の
見

通
し
は
ど
う
な
の
か
。

　

増
え
続
け
る
医
療
費
に
つ

い
て
は
検
診
率
の
向
上
、
医

療
費
の
適
正
化
、
市
民
の
危

機
意
識
と
協
力
が
必
要
だ
。

　

啓
発
を
ど
う
す
る
の
か
。

　

景
気
低
迷
で
保
険
者
負
担

は
限
界
と
い
わ
れ
る
中
、
国

か
ら
の
26
年
度
予
定
の
２
２

０
０
億
円
の
税
源
措
置
に
つ

い
て
前
倒
し
さ
せ
る
努
力
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

今
後
の
見
通
し
が
厳
し
い

中
、
国
保
財
政
健
全
化
計
画

を
本
市
で
も
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

24
年
度
は
前
年
度
と
比
較

し
て
も
保
険
給
付
費
が
毎
月

１
１
０
０
万
円
増
加
し
、
保

険
給
付
費
を
毎
月
３
億
８
０

０
０
万
円
支
払
う
。

　

国
保
給
付
準
備
基
金
も
６

６
０
０
万
円
と
少
な
く
、
増

大
傾
向
の
給
付
費
に
見
合
う

財
源
確
保
が
厳
し
い
。

　

25
年
度
も
３
％
の
給
付
費

の
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
。

　

市
の
広
報
や
出
前
講
座
、

健
康
教
室
等
で
引
き
続
き
自

治
会
等
と
連
携
し
て
市
民
へ

の
啓
発
を
取
り
組
み
た
い
。

　

26
年
度
の
税
源
措
置
は
消

費
税
の
引
き
上
げ
も
予
想
さ

れ
不
安
要
素
も
あ
る
が
、
国

の
動
向
を
見
な
が
ら
安
定
財

源
を
確
保
し
た
い
。

　

財
源
計
画
は
方
向
性
を
検

討
し
た
い
。

　

共
働
き
世
帯
が
多
い
中
子

ど
も
が
病
気
を
し
た
場
合
、

親
が
仕
事
を
休
み
看
病
す
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、
厳

し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
休
め

な
い
状
況
も
多
い
。

　

日
置
市
の
子
育
て
計
画
の

中
で
も
、
病
児
・
病
後
児
保

育
の
充
実
を
求
め
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。

　

現
在
実
施
し
て
い
な
い
病

児
保
育
を
実
施
に
向
け
て
調

査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

25
年
度
に
子
育
て
支
援
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
す
る
。

　

保
育
と
医
療
機
関
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
運
営
上
の

課
題
は
あ
る
が
子
ど
も
が
病

気
を
し
て
も
働
き
や
す
い
環

境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

今後の国保会計の見
通しと課題は何か

【答弁】
今後も医療費が増大し厳し
い状況

質問
1

病児・病後児保育の
充実をすべきでは

【答弁】
病児保育の環境整備が必要

質問
2

　

出
水
　
賢
太
郎
　
議
員

　

空
き
地
・
空
き
家
の
問
題

は
、
景
観
の
悪
化
、
防
犯
上

の
問
題
、
火
災
の
危
険
性
、

シ
ロ
ア
リ
な
ど
の
害
虫
の
発

生
な
ど
様
々
な
問
題
が
は
ら

ん
で
お
り
、
近
隣
の
住
民
は

大
変
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
。

　

市
は
既
存
の
環
境
保
全
条

例
で
対
応
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
新
た
な
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
空
き
地
・
空
き

家
管
理
条
例
の
制
定
や
老
朽

家
屋
の
解
体
撤
去
費
の
助
成

制
度
の
創
設
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
日
置
市
で
は
検
討

し
な
い
の
か
。

　

私
は
平
成
22
・
23
年
度
の

議
会
で
も
質
問
し
て
き
た
が
、

改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い

の
で
、
空
き
地
・
空
き
家
の

適
正
管
理
へ
向
け
て
、
再
度

市
の
対
応
を
伺
う
。

　

平
成
23
年
度
に
空
き
家
状

況
調
査
を
行
っ
た
。

　

市
内
に
空
き
家
が
２
５
０

０
棟
あ
り
、
25
年
度
に
家
屋

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を
、

　

26
年
度
に
家
屋
撤
去
費
の

問
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

空
き
地
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
環
境
保
全
条
例
で
対
応

し
て
い
く
。

　

土
地
所
有
者
へ
の
通
知
の

徹
底
、
自
治
会
と
の
連
携
を

考
え
て
い
く
。

空き地・空き家の適
正管理は

【答弁】
家屋撤去費の問題を検討し
たい

質問
1

元気に遊ぶ子どもたち

坂
口

坂
口

市
長

市
長

出
水

市
長
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湯
之
元
第
１
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
ち
ょ
く
は
、

当
初
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る

が
、
抱
え
て
い
る
課
題
や
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
な
る
か
。

　

北
側
の
工
事
の
遅
れ
で
南

側
は
未
整
備
の
ま
ま
置
か
れ

て
い
る
が
、
防
災
対
策
が
重

視
さ
れ
る
今
日
、
安
全
通
行

で
き
る
道
路
や
避
難
所
な
ど
、

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　

西
薗
　
典
子
　
議
員

　

補
助
金
な
ど
予
算
が
厳
し

く
進
ち
ょ
く
が
遅
れ
て
お
り
、

事
業
計
画
を
実
態
に
合
わ
せ

て
変
更
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
地
権
者
の
理
解

や
審
議
会
の
助
言
、
事
業
計

画
に
基
づ
き
財
源
確
保
に
努

め
た
い
。

　

南
側
も
狭
い
道
路
や
古
い

木
造
住
宅
が
密
集
し
て
お
り
、

今
後
ど
う
す
る
か
、
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
住
民
と
一

緒
に
協
議
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

今
は
、
第
１
地
区
の
事
業

を
早
く
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
南
側
整
備
を

並
行
す
る
の
は
難
し
い
。

　

原
発
が
稼
働
す
れ
ば
必
ず

発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
は

「
ト
イ
レ
無
き
マ
ン
シ
ョ
ン

」
と
も
言
わ
れ
、
世
界
中
が

処
理
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

国
際
原
子
力
機
構
は
、
発

生
し
た
廃
棄
物
は
自
国
で
処

分
す
る
の
を
原
則
と
し
て
い

る
。

　

無
害
に
な
る
ま
で
１
０
０

億
年
と
も
言
わ
れ
る
が
、
未

来
世
代
に
負
の
財
産
を
残
さ

な
い
よ
う
、
今
生
き
る
者
の

責
任
と
し
て
、
放
射
性
廃
棄

物
処
理
を
含
め
た
原
発
へ
の

見
解
を
伺
う
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
目

覚
ま
し
い
動
き
を
後
押
し
す

る
た
め
、
家
庭
の
太
陽
光
発

電
普
及
に
対
す
る
助
成
を
考

え
な
い
か
。

　

廃
棄
物
は
難
し
い
問
題
が

あ
る
が
、
国
の
責
任
で
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

将
来
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

と
し
て
、
原
発
は
段
階
的
に

廃
炉
に
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

　

補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後

は
価
格
な
ど
の
問
題
を
含
め

て
で
き
る
も
の
は
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

湯之元地区の安全な
まちづくりを

【答弁】
財源確保に努め平成35年度
完了目指す

質問
1

負の遺産の放射性廃
棄物と原発への見解
は

【答弁】
原発は廃炉を目指すが廃棄
物は国の責任

質問
2

固化ガラス
高レベル放射性廃液と
ガラスを融かし合わせたもの

ステンレススティール製容器

寸法 外径：約40cm
高さ　　 : 約130cm
総重量　 ：約500kg

キャニスター

ガラス固化体（高レベル放射性廃棄物）

　

通
学
路
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
昨
年
６
月
に
も
質
問
し

た
。

　

そ
の
後
、
８
月
に
緊
急
点

検
を
実
施
し
、
12
月
に
は
そ

の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
81
カ

所
で
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
後
の
対
応
と
今
後
の

対
策
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
予
算
確
保
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　

緊
急
点
検
で
対
策
が
必
要

と
な
っ
た
81
カ
所
の
う
ち
、

既
に
対
策
済
み
が
８
カ
所
、

平
成
24
年
度
中
に
33
カ
所
の

対
策
を
行
っ
た
。

　

残
り
の
40
カ
所
は
、
平
成

26
年
度
ま
で
に
国
の
社
会
資

本
整
備
交
付
金
事
業
で
交
差

点
改
良
や
歩
道
整
備
を
行
い

た
い
。

　

ま
た
、
市
の
交
通
安
全
対

策
費
で
25
カ
所
、
総
額
８
３

０
万
円
の
予
算
を
組
み
、
夏

休
み
前
ま
で
に
道
路
の
区
画

線
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

通学路の安全対策は
どうか

【答弁】
26年度までに整備を図りた
い

質問
２

妙円寺団地に設定されたゾーン30

＜高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）＞

西
薗

西
薗

市
長

市
長

出
水

市
長
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大
園
　
貴
文
　
議
員

①
吹
上
支
所
は
、
海
抜
９
ｍ

の
位
置
に
あ
り
、
災
害
時
に

自
治
体
機
能
と
避
難
所
と
し

て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
場

所
に
適
さ
な
い
。

　

吹
上
中
央
公
園
は
海
抜
20

ｍ
に
位
置
し
安
全
性
を
確
保

で
き
る
の
で
適
地
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

②
本
市
の
南
の
玄
関
口
と
し

て
、
吹
上
支
所
を
島
津
伊
作

城
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
に

し
て
話
題
を
呼
ぶ
と
と
も
に
、

歴
史
文
化
や
観
光
に
生
か
し

地
域
の
活
性
化
の
原
動
力
と

す
べ
き
で
は
。

①
現
在
の
吹
上
支
所
に
は
隣

接
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や

中
央
公
民
館
、
地
域
商
店
街

が
あ
り
地
域
の
方
々
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
て
、
場
所

を
第
一
に
検
討
委
員
会
で
協

議
し
た
上
で
、災
害
（
津
波
）

対
策
な
ど
の
機
能
を
含
め
検

討
し
た
い
。

②
豊
か
な
歴
史
的
資
源
を
生

か
す
意
味
で
は
素
晴
ら
し
い

構
想
と
考
え
る
が
、
財
源
や

庁
舎
維
持
管
理
に
多
額
の
経

費
が
必
要
と
考
え
る
。

　

複
合
的
な
機
能
を
持
つ
コ

ン
パ
ク
ト
な
造
り
を
考
え
て

い
る
。

支所庁舎建て替えを
どうするか

【答弁】
地域有識者と協議を図る

質問
1

　

長
野
　
瑳
や
子
　
議
員

　

我
々
を
育
み
受
け
継
ぐ
故

郷
の
歴
史
・
文
化
は
大
切
で

あ
る
。

　

九
州
制
覇
を
目
指
し
た
戦

国
大
名
（
日
新
公
・
貴
久
公
・

義
弘
公
の
島
津
三
代
記
を
含

め
）
の
大
河
ド
ラ
マ
実
現
に

向
け
た
誘
致
運
動
の
取
り
組

み
状
況
は
ど
う
か
。

　

伊
作
城
跡
の
周
辺
整
備
や

県
文
化
財
指
定
へ
の
要
望
お

よ
び
合
併
前
の
鶴
丸
城
跡
周

辺
整
備
の
提
言
書
の
検
討
は
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

　

日
置
市
は
島
津
義
弘
公
の

生
誕
地
で
島
津
家
関
係
の
た

く
さ
ん
の
史
跡
等
も
あ
り
、

新
た
な
情
報
発
信
の
機
会
と

し
た
い
。

　

県
内
の
関
係
者
と
昨
年
８

月
と
12
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
社
等

へ
義
弘
公
を
主
役
と
す
る
大

河
ド
ラ
マ
誘
致
の
要
請
を
し

た
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
誘
致
運
動
を
続
け
る
。

　

市
民
の
盛
り
上
が
り
は
重

要
で
あ
り
、
歴
史
関
係
者
の

講
演
会
な
ど
、
観
光
協
会
等

関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
て
、

今
後
十
分
検
討
し
て
い
く
。

　

伊
作
城
跡
の
県
指
定
等
や

鶴
丸
城
跡
周
辺
整
備
事
業
は
、

民
有
地
問
題
も
含
め
白
紙
の

状
態
で
あ
り
今
後
の
研
究
課

題
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
の
吹
上
歴
史

民
俗
資
料
館
の
特
別
展
示
は
、

吹
上
と
伊
集
院
の
資
料
を
中

心
に
、
幕
末
の
郷
土
の
活
躍

を
テ
ー
マ
に
予
定
し
て
い
る
。 　

広
大
な
市
有
林
の
適
正
な

管
理
と
有
効
活
用
が
重
要
で

あ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

　

地
建
地
消
で
町
有
林
を
活

用
し
た
吹
上
図
書
館
を
参
考

に
、
公
共
施
設
建
設
等
の
市

有
林
の
活
用
策
は
。

　

市
有
林
面
積
は
５
０
３
㌶

で
林
齢
26
年
〜
55
年
生
が
４

６
８
㌶
あ
る
が
、
適
正
な
間

伐
等
が
実
施
さ
れ
て
な
い
森

林
が
多
く
、
標
準
伐
期
齢
に

達
し
た
施
業
が
急
務
で
あ
る
。

　

日
置
市
木
材
利
用
推
進
連

絡
会
議
を
設
置
し
、
今
後
は

公
共
建
築
物
や
事
業
等
に
積

極
的
に
木
材
活
用
を
計
画
し

推
進
す
る
。

　

エ
コ
フ
ァ
ン
ド
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
の
認
証
登
録
に
よ
り
、

間
伐
の
取
り
組
み
５
０
２
㌧

に
対
し
、
25
㌧
を
販
売
、
今

後
は
市
民
や
企
業
等
に
も
周

知
し
、
県
と
連
携
し
早
期
の

認
証
量
完
売
に
努
め
る
。

　

エ
コ
フ
ァ
ン
ド

　
　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

　

森
林
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
り
得
ら
れ
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
を
第
三
者
機
関
が
認

証
し
、
そ
の
吸
収
量
を
県
内

外
の
事
業
者
等
に
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
埋
め
合
わ
せ
と

し
て
販
売
す
る
制
度

大河ドラマに島津三
代記の取り上げを

【答弁】
島津三代記も観光協会と連
携し要望する

質問
1

市有林の利活用と
エコファンド対策は

【答弁】
間伐など森林計画整備は組
合と連携推進

質問
2

大
園

市
長

長
野

長
野

市
長

市
長

島津義久・義弘・歳久・家久の誕生石（亀丸城跡）
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①
本
市
の
事
業
計
画
に
追
加

し
太
陽
光
を
活
用
し
た
海
亀

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
街
灯
を
吹

上
浜
沿
い
に
東
市
来
か
ら
吹

上
ま
で
設
置
し
、
明
る
く
安

心
し
て
楽
し
め
る
魅
力
を

ア
ッ
プ
し
日
本
三
大
砂
丘
と

し
て
新
し
い
観
光
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
は
。

②
永
吉
ダ
ム
の
排
水
を
活
用

し
た
小
水
力
発
電
を
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
飲
料
水
が
不

足
す
る
現
状
か
ら
永
吉
地
区

の
営
農
用
水
を
確
保
し
た
上

で
、
発
電
に
活
用
さ
れ
た
後

の
水
を
ろ
過
し
て
飲
料
水
に

使
え
る
量
が
な
い
か
も
検
討

す
べ
き
で
は
。

①
吹
上
浜
沿
岸
を
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
良
い
事
で
あ

る
が
、
土
地
の
問
題
や
事
業

主
体
を
ど
こ
に
す
る
の
か
が
、

大
き
な
課
題
で
あ
り
十
分
協

議
し
て
や
り
た
い
。

　

環
境
自
治
体
会
議
に
合
わ

せ
街
灯
１
基
は
設
置
し
た
い
。

②
小
水
力
に
つ
い
て
は
最
適

と
考
え
る
が
、
ダ
ム
の
水
利

用
に
つ
い
て
飲
料
水
に
活
用

す
る
こ
と
は
目
的
外
で
あ
る

こ
と
か
ら
県
と
協
議
し
た
い
。

ス マ ー ト コ ミ ュ ニ
ティ構想事業は

【答弁】
管理者や関係機関と十分協
議したい

質問
２

大園議員が提案する
周遊バスネットワーク

①
橋
は
そ
の
地
域
の
目
印
で

あ
り
、
観
光
の
一
翼
を
担
う

要
素
も
持
っ
て
い
る
。

　

造
っ
た
後
で
は
修
正
の
き

か
な
い
も
の
で
も
あ
り
、
後

世
に
残
す
も
の
と
し
て
修
景

に
つ
い
て
も
十
分
考
慮
す
べ

き
と
思
う
が
、
徳
重
の
御
門

前
橋
新
設
に
お
け
る
橋
の
修

景
と
市
道
お
よ
び
歩
道
の
整

備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　

佐
藤
　
彰
矩
　
議
員

②
市
道
く
ろ
が
ね
通
り
線
か

ら
大
田
坂
元
、
大
田
中
、
旧

南
薩
線
跡
地
の
道
路
の
新
設

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

今
回
の
河
川
工
事
で
県
が

堰せ
き

を
造
っ
て
し
ま
う
と
、
大

田
方
面
か
ら
し
か
行
け
な
く

な
り
、
市
の
基
金
で
購
入
し

た
南
薩
線
跡
地
が
生
か
さ
れ

ず
、
ま
た
県
の
管
理
道
路
と

な
る
た
め
、
市
道
を
新
た
に

つ
く
る
こ
と
は
困
難
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
。

①
御
門
前
橋
は
車
道
が
６
ｍ
、

歩
道
が
３
ｍ
は
必
要
と
考
え

る
。

　

形
状
や
照
明
な
ど
の
修
景

に
つ
い
て
は
妙
円
寺
参
り
の

道
中
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
的

な
も
の
を
と
考
え
て
お
り
、

前
後
の
市
道
や
歩
道
の
整
備

と
同
様
に
、
計
画
案
が
で
き

た
段
階
で
地
元
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
実
施
す
る
。

②
県
道
か
ら
く
ろ
が
ね
通
り

ま
で
の
約
１
２
０
０
ｍ
の
新

設
だ
が
、
交
通
量
の
予
測
、

道
路
網
と
し
て
の
役
割
、
効

果
を
総
合
的
に
判
断
し
、
整

備
が
必
要
か
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

財
政
的
に
有
利
な
事
業
の

導
入
、
整
備
の
タ
イ
ミ
ン
グ

も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
道
路
は
昔
か
ら
の
道

路
で
道
幅
も
狭
く
、
ま
た
保

育
園
の
園
児
の
送
迎
の
車
両

も
多
く
、
危
険
な
道
路
で
あ

る
。

　

歩
道
も
含
め
整
備
が
必
要

と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

車
道
、
歩
道
と
も
舗
装
面

の
損
失
、
劣
化
が
著
し
い
個

所
が
多
い
た
め
、
25
年
度
か

ら
舗
装
改
修
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

福
祉
施
設
が
使
う
道
路
と

い
う
こ
と
で
、
モ
デ
ル
的
な

形
と
し
て
歩
道
整
備
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　

寺
脇
・
野
田
間
の
市
道
の

整
備
に
つ
い
て

　

修　

景

　

都
市
計
画
・
道
路
計
画
な

ど
で
、
自
然
の
美
し
さ
を
損

な
わ
な
い
よ
う
に
風
景
を
整

備
す
る
こ
と

神之川中流域整備に
伴う事業計画は

【答弁】
御
ご も ん ぜ ん ば し

門前橋は拡幅し歴史的に
ふさわしいものに

質問
1

あづま保育園・太陽
の里間の市道の整備
を

【答弁】
歩道を含め早急に整備する

質問
2

大
園

市
長

佐
藤

佐
藤

市
長

市
長

徳重にかかる御門前橋
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上
園
　
哲
生
　
議
員

　

第
21
回
環
境
自
治
体
会
議

の
テ
ー
マ
の
１
つ
が
「
白
砂

青
松
と
ウ
ミ
ガ
メ
の
里
吹
上

浜
か
ら
の
発
信
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
吹
上
浜
の
現
状
は
、

ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
で
き
な
い

程
の
浜
崖
、
そ
の
流
砂
・
風

砂
に
よ
る
吹
上
漁
協
前
の
川

港
へ
の
堆
積
等
、
自
然
の
な

せ
る
難
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
抜
本
的
解
決
策

が
無
く
、
漁
業
の
航
路
確
保

の
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
だ
け
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
開
催
さ
れ
る
会
議
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
と
異
な

る
観
点
、
手
法
に
よ
る
新
た

な
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　

具
体
的
に
は
、
①
北
西
の

風
に
よ
る
砂
対
策
と
し
て
浜

崖
と
堆
積
砂
と
の
繋
が
り
が

強
い
と
思
わ
れ
る
場
所
に
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
て
検

証
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

②
川
港
に
堆
積
す
る
砂
を
以

前
の
よ
う
に
、
適
時
適
量
の

持
ち
出
し
を
関
係
機
関
と
検

討
協
議
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

③
老
朽
化
も
進
み
つ
つ
あ
る

防
波
堤
の
途
中
、
堀
川
の
流

れ
込
み
に
備
え
た
所
を
新
た

な
船
泊
り
と
し
て
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

①
浜
崖
の
問
題
は
、
吹
上
浜

の
至
る
所
で
起
き
て
い
る
が
、

そ
の
因
果
関
係
は
科
学
的
に

実
証
さ
れ
て
い
な
い
の
で
１

つ
の
調
査
と
し
て
、
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
を
置
い
て
砂
の
流
れ

を
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
思
う
。

　

吹
上
浜
一
体
の
問
題
と
し

て
、
県
・
関
係
市
一
緒
に
協

議
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
権
限
を
有
す
る
県
に
、
こ

れ
ま
で
も
要
請
を
し
て
き
た

が
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

③
漁
業
組
合
長
、
組
合
員
か

ら
の
新
た
な
船
泊
り
の
提
案

は
認
識
し
て
い
る
。

　

認
可
、
事
業
費
の
問
題
等

今
後
検
討
協
議
し
て
い
く
。

　

事
業
予
算
承
認
か
ら
入
札

ま
で
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て

い
る
と
感
じ
る
。

　

技
術
系
職
員
数
の
確
保
、

専
門
性
の
充
実
、
用
地
取
得

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応

へ
の
管
理
部
門
と
の
連
携
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

新
た
な
研
修
の
あ
り
方
を

検
討
し
な
が
ら
育
成
充
実
を

図
る
。

　

事
業
開
始
前
の
準
備
に
協

力
を
求
め
て
い
く
。

  

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

法
令
順
守

吹上浜の現状への、
新たな対応策は

【答弁】
関係機関と協議を

質問
1

速やかな事業執行へ
の対応は

【答弁】
予算計上前に相続登記等の
準備を

質問
2

上
園

上
園

市
長

市
長

川幅の半分以上砂が堆積した吹上漁港

あなたも、議会を傍聴してみませんか。
市議会は、市の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。

50席ある傍聴席

市民のみなさん、市内の公共
施設で議会中継を見ることが
できます！

是非、傍聴に
おいでください。

市役所本庁１階ロビー、
各支所１階ロビー、
各地域中央公民館、各地区公民館、
美山陶遊館、ゆすいん、吹上砂丘荘

○だれでも自由に傍聴できます。
○受付簿に住所・氏名を記入し

ていただくだけです。
○本庁４階までお越しください。
　 （エレベーターがあります。）

【問い合わせ】
議会事務局　TEL 248-9435

次の場所で議会中継を
行っております

学校の社会科見学や自治会、PTA等の研修でぜひ傍聴にお越し下さい。
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安
倍
首
相
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
へ

の
交
渉
参
加
を
表
明
し
た
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
阻
止
」
の
自

民
党
の
公
約
は
い
っ
た
い
ど

う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
原
則
例
外

な
き
関
税
撤
廃
を
前
提
と
し

て
お
り
、
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
医
療
制
度
や
食
の
安
全

安
心
の
基
準
等
に
つ
い
て
の

改
悪
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
特

に
農
業
分
野
で
は
、
海
外
か

　
　

山
口
　
初
美
　
議
員

ら
安
い
農
林
水
産
物
が
大
量

に
流
入
し
、
農
林
水
産
業
が

深
刻
な
影
響
を
受
け
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

市
民
か
ら
不
安
な
こ
と
の

一
番
は
、
国
民
皆
保
険
の
制

度
が
く
ず
さ
れ
て
、
お
金
の

あ
る
人
し
か
医
療
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
だ
と
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
部
の
多
国
籍
企
業
の
利

益
の
た
め
に
、
国
民
に
多
大

な
不
利
益
を
押
し
付
け
る
の

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
。

　

学
校
給
食
の
地
産
地
消
の

取
り
組
み
も
自
由
な
取
引
の

障
壁
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う

の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
力
を
合
わ
せ

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
や
め
さ
せ

よ
う
で
は
な
い
か
。

　

本
市
の
農
林
水
産
業
や
地

域
経
済
な
ど
、
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
と
考
え
る
。

　

市
民
の
命
や
く
ら
し
を
守

る
立
場
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

は
反
対
で
あ
る
。

　

県
内
７
市
で
は
す
で
に
、

子
ど
も
の
医
療
費
は
中
学
卒

業
ま
で
無
料
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
現
在
、
小
学
校
入

学
前
ま
で
が
無
料
で
あ
る
。

　

こ
の
９
年
間
の
差
は
と
て

も
大
き
い
と
考
え
る
。

　

全
国
の
進
ん
だ
と
こ
ろ
で

は
高
校
卒
業
ま
で
病
院
の
窓

口
で
無
料
と
い
う
所
も
あ
る
。

　

子
ど
も
が
病
気
の
時
お
金

の
心
配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
親
と
し
て
も
と
て

も
辛
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

中
学
ま
で
無
料
に
す
る
財

源
と
し
て
年
少
扶
養
控
除
廃

止
に
よ
る
増
収
分
を
充
て
る

考
え
は
な
い
か
。

　

国
や
県
が
き
ち
ん
と
や
る

べ
き
こ
と
と
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

・
脱
原
発

・
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
問
題

・
雇
用
の
改
善
と
地
域
経
済

　

３
月
に
行
わ
れ
た
県
チ

ビ
ッ
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

女
子
の
部
で
日
置
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

日
置
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
は
日

置
地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小
学
生

女
子
が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
、

日
置
市
か
ら
は
15
人
が
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
の
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
活
動
す
る

傍
ら
、
昨
年
６
月
か
ら
月
２

回
集
ま
っ
て
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

　

チ
ー
ム
を
率
い
た
川
窪
紀

夫
監
督
は
、「
な
か
な
か
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
取
れ
ず
に
苦
労

し
た
が
、
大
会
２
週
間
前
か

ら
お
互
い
に
話
を
し
た
り
、

手
紙
の
や
り
取
り
な
ど
が
始

ま
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で

き
た
。
試
合
中
は
、
緊
張
せ

ず
に
女
の
子
ら
し
く
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
に
試
合
を
し
よ
う

と
声
か
け
を
心
が
け
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。　

　

抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

優
勝
を
果
た
し
た
日
置
の
天

使
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
）
た
ち
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ＴＰＰ参加を阻止す
るべきではないか

【答弁】
市民のくらしを守る立場で
ＴＰＰに反対

質問
1

子どもの医療費は中
学卒業まで無料に

【答弁】
今後の宿題とさせてほしい

質問
2

山
口

山
口

市
長

市
長

TPP 参加による農林水産物の生産減少額

優勝報告を行う日置エンジェルス

　
ひ
お
き
の
天
使
た
ち

　
　
　
　
優
勝
お
め
で
と
う
県チビッ子

ソフトボール
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◇
日
置
市
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
想
普
及
事
業
計
画

に
つ
い
て

計
画
の
概
要

　

こ
の
計
画
は
市
内
に
賦
存

す
る
太
陽
光
、
風
力
、
水
力

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
総
量
の
調
査
お
よ
び

利
用
可
能
量
の
算
出
を
行
い
、

利
用
適
地
や
事
業
収
支
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
計

画
。

　

主
な
内
容
は
、

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
利
用
に
関
す
る
調
査

②
市
民
意
向
調
査

③
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

調
査

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
導
入
計
画
の
策
定

な
ど
で
あ
る
。

26
年
度
以
降
の
主
な
計
画

①
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設

に
太
陽
光
や
小
型
風
力
発
電

機
と
蓄
電
設
備
を
設
置
し
、

避
難
所
機
能
の
強
化
や
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
る
。

②
小
水
力
発
電
と
蓄
電
設
備

を
設
置
し
、
外
灯
や
休
憩
所
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
照
明
、
航

空
防
除
ヘ
リ
の
バ
ッ
テ
リ
ー

電
源
な
ど
に
活
用
す
る
。

③
市
及
び
土
地
開
発
公
社
所

有
の
未
利
用
地
に
太
陽
光
発

電
施
設
を
設
置
し
、
農
業
用

ハ
ウ
ス
の
電
気
に
活
用
す
る
。

④
民
間
企
業
に
よ
る
上
神
殿

地
区
の
重
平
山
風
力
発
電
計

画
実
施
に
向
け
た
積
極
的
な

支
援
を
行
う
。

重
平
山
風
力
発
電
事
業
計
画

事
業
主
体

　

中
央
建
設
株
式
会
社

事
業
場
所

　

上
神
殿
地
区

発
電
量

　

風
力
発
電
施
設

　

２
３
０
０
㌗
×
３
基

　

年
間
発
電
量

　

約
１
５
８
６
万
㌗

事
業
の
効
果

　

建
設
予
定
地
は
上
神
殿
生

産
森
林
組
合
の
所
有
地
で
、

土
地
賃
借
料
の
収
入
が
見
込

ま
れ
る
ほ
か
、
工
事
搬
入
路

は
林
業
作
業
道
と
し
て
活
用

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

今
後
の
課
題

　

保
安
林
の
問
題
や
分
収
林

契
約
を
結
ぶ
独
立
行
政
法
人

森
林
総
合
研
究
所
、
県
森
林

整
備
公
社
と
の
契
約
解
除
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
市
の
支

援
が
必
要
に
な
る
。

太
陽
光
発
電

事
業
主
体

　

大
和
電
機
株
㈱

　

南
国
殖
産
㈱

　

鹿
児
島
電
機
販
売
㈱

　

富
士
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

事
業
場
所

　

大
田
地
区

　

飯
牟
礼
地
区

　

吹
上
亀
原
団
地

今
後
の
課
題

　

市
の
未
利
用
地
や
耕
作
放

棄
地
な
ど
の
活
用
が
考
え
ら

れ
る
が
、
国
の
電
力
買
い
取

り
価
格
が
変
動
す
る
可
能
性

も
あ
る
。

　

市
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
構
想
に
あ
る
と
お
り
、
市

役
所
や
公
民
館
、
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電

施
設
を
設
置
し
、
非
常
電
源

利
用
や
電
気
代
の
軽
減
負
担

を
図
る
た
め
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
。

永
吉
ダ
ム
水
力
発
電
計
画

放
水
量

　

０
・
23
㎥

高
低
差

　

26
ｍ

年
間
発
電
量

　

21
万
２
０
０
０
㌗

【
委
員
の
意
見
】

　

発
電
量
が
少
な
い
こ
と
や

送
電
線
と
の
距
離
な
ど
を
考

慮
す
れ
ば
、
事
業
化
へ
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、研
究
・

検
討
は
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

自
治
会
内
の
外
灯
や
農
業

用
ハ
ウ
ス
の
電
源
な
ど
へ
の

活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。　

再生可能エネルギー
の取り組みは

所管事務調査
総務企画

実施日 １月25日

大田地区にある太陽光発電所
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◇
環
境
自
治
体
会
議
ひ
お
き

会
議
の
進
ち
ょ
く
状
況
は

環
境
自
治
体
会
議
名
称

　

ひ
お
き
会
議

開
催
日

　

５
月
30
日
（
木
）

　

５
月
31
日
（
金
）

　

６
月
１
日
（
土
）

大
会
期
間
中
の
人
員
配
置

　

職
員
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
延
べ
３
１
３
人
を
予
定
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
者
に
依
頼
す
る

予
定
。

分
科
会

　

下
記
の
10
分
科
会
で
共
通

目
標
に
沿
っ
て
議
論
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
野
外
調
査
）

を
実
施
し
、
さ
ら
に
応
用
し

た
意
見
交
換
を
行
う
。

【
委
員
会
の
意
見
】

・
以
前
の
会
議
で
は
、
当
日

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
欠

席
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
よ
う
な
事
態
も

想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

・
多
く
の
市
民
参
加
を
呼
び

か
け
る
た
め
に
、
広
報
に
力

を
入
れ
る
べ
き
。

・
会
議
を
機
に
、
広
く
日
置

市
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
。

・
市
民
の
水
切
り
バ
ケ
ツ
等

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
参
加
、

発
言
の
機
会
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

・
学
校
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
１
人
で
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
参
加
を
は
か
る
べ
き
。

・
議
会
と
し
て
、
県
内
各
自

治
体
の
議
会
に
呼
び
か
け
る

べ
き
で
あ
る
。

　

環境自治体会議ひおき
会議の進ちょく状況は

所管事務調査
文教厚生

実施日 ２月14日

分科会 テーマ 共通目標 フィールドワーク

1 公共部門の
環境配慮

行政の事務事業に伴い排出される温室効果ガスや廃
棄物の抑制、公共事業における環境配慮を行う。

毘沙門災害跡地
〜丸山喜之助商店

2 エネルギー
再生可能エネルギーの利用や省エネルギー活動を実
践することにより、災害に強い低炭素型のまちづくり
を進める。

大和電機太陽光発電
〜大田発電所（水力）

3 交通と都市基盤 環境負担の少ない移動手段を確立する。 ユタカ産業

4 水環境 健全な水環境や清らかな水・水辺環境を維持・回復
する。 尾木場集落

5 生物多様性 森林・農地の持つ循環保全機能を維持し、生物多様
性を保全・創造する。 千本楠〜吹上浜

6 廃棄物・資源循環 廃棄物の排出や有害物質の使用を減らし、資源の循
環利用を進める。 西酒造

7
地域資源活用型

まちづくり
地域資源の活用や地域間連携による産業育成や街づ
くりを進め、食料や主要な資源の自給度を高める。 尾木場集落

8 環境行政 すべての職場で環境を意識した総合的で効率的な環
境マネジメントシステムの仕組みを確立する。 浜田橋〜山神の郷

9 環境学習 住民への環境情報を分かりやすく提示し、環境への
関心・理解を高め、実践活動を促す。

吹上浜
〜伊作和紙体験

10 地域協働 住民との協働や住民主導よる地域づくりを推進する。 美山陶遊館
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◇
市
道
施
設
の
老
朽
化
対
策

①
ト
ン
ネ
ル
（
隧ず

い
ど
う道
）

城
山
隧
道

　

延
長　

１
３
３
ｍ

　

幅
員　

９
ｍ

　

完
成
年
次　

昭
和
58
年

飯
牟
礼
隧
道

　

延
長　

55
ｍ

　

幅
員　

２
・
８
ｍ

　

完
成
年
次　

昭
和
６
年

こ
れ
ま
で
の
点
検
・
補
修

　

平
成
９
年
度
に
城
山
隧
道

の
補
修
を
行
っ
て
お
り
、
24

年
度
城
山
・
飯
牟
礼
隧
道
の

照
明
等
機
器
点
検
を
行
っ
た
。

【
委
員
の
意
見
】

・
城
山
隧
道
の
照
明
器
具
は

ボ
ル
ト
で
固
定
し
て
い
る
た

め
、
歩
行
者
に
危
害
が
発
生

し
な
い
よ
う
定
期
的
な
点
検

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

・
飯
牟
礼
隧
道
は
完
成
か
ら

82
年
経
過
し
て
お
り
、
今
後

の
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

・
飯
牟
礼
隧
道
は
、
照
明
を

増
や
し
、
安
全
性
に
十
分
配

慮
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

②
橋
梁

新
久
橋
（
日
吉
）

　

橋
長　

22
ｍ

　

補
修
予
定　

橋
脚
補
修

鍋
谷
橋
（
吹
上
）

　

橋
長　

18
・
８
ｍ

　

補
修
予
定　

支
承
修
復

　
　
　
　
　
　

床
版

【
委
員
の
意
見
】

・
そ
れ
ぞ
れ
、
架
設
か
ら
45

年
が
経
過
し
て
お
り
、
早
急

な
改
修
が
望
ま
れ
る
。

・
他
の
橋
も
長
寿
命
化
計
画

に
則
り
、
十
分
な
調
査
や
補

修
を
行
わ
れ
た
い
。

・
財
政
担
当
と
も
綿
密
に
連

携
し
て
、
経
済
的
な
方
法
等

を
研
究
さ
れ
た
い
。

◇
市
有
林
の
管
理
状
況
と
活

用
策

　

日
置
市
全
体
の
林
野
面
積

は
２
万
５
３
０
６
㌶
で
、
そ

の
う
ち
市
有
林
は
５
０
３
㌶

あ
る
。

　

本
市
は
か
ご
し
ま
エ
コ

フ
ァ
ン
ド
制
度
に
登
録
し
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
５
０
２

㌧
が
認
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち

25
㌧
分
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

【
委
員
の
意
見
】

・
計
画
的
な
伐
採
植
樹
を
実

施
し
て
森
林
を
守
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
森
林
整
備
に
お
い
て
、
作

業
路
の
確
保
や
就
労
者
の
雇

用
等
が
必
要
で
あ
る
。

◇
鳥
獣
害
の
実
情
お
よ
び
対

策
　

近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害

が
増
加
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
は
被
害
報
告

１
３
４
件
あ
り
、
特
に
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
に
よ
る
被
害
が

増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
87
件
の

捕
獲
指
示
を
行
い
、
猟
友
会

に
イ
ノ
シ
シ
２
１
３
頭
、
シ

カ
１
４
２
頭
な
ど
を
捕
獲
、

駆
除
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
猟
友
会

の
高
齢
化
や
自
衛
防
衛
策
の

充
実
な
ど
で
、
市
は
電
気
柵

の
設
置
に
対
す
る
補
助
事
業

な
ど
で
支
援
し
て
い
る
。

【
委
員
の
意
見
】

・
鳥
獣
害
は
自
然
界
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
こ
と
へ
の
警

鐘
と
も
言
え
る
が
、
猟
友
会

の
存
続
・
継
承
に
さ
ら
に
努

力
さ
れ
た
い
。

・
予
防
対
策
と
し
て
集
落
環

境
の
整
備
、
侵
入
の
防
止
、

侵
入
個
体
数
を
減
ら
す
３
つ

の
柱
の
遂
行
に
務
め
ら
れ
た

い
。

・
猟
友
会
の
高
齢
化
と
減
少

は
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
の

で
、
森
林
対
策
な
ど
の
政
策

充
実
を
国
や
県
に
要
望
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

・
早
急
に
仮
称
「
日
置
市
を

守
る
ハ
ン
タ
ー
隊
」
を
立
ち

上
げ
る
べ
き
。

市道等に係る施設の老朽化対策は
市有林の管理状況と活用策は
鳥獣害の実情および対策は

所管事務調査
産業建設

実施日 ２月８日

城山トンネル（隧道）

電気柵を設置して自衛防衛
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昨
年
６
月
議
会
に
委
員
12

人
に
よ
る
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
15
回
の
審
議
を
重
ね

議
会
改
革
の
た
め
の
調
査
を

実
施
し
て
き
た
。

【
は
じ
め
に
】

　

議
会
に
対
し
て
市
民
か
ら

の
期
待
や
要
望
が
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
議
員
の
資
質

を
更
に
引
き
上
げ
、
信
頼
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

住
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

市
民
の
目
に
見
え
る
議
会
活

動
を
目
指
す
た
め
に
、
議
会

報
告
会
や
参
考
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
議
会
改
革
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
委
員
会
の
審
議
経
過
】

　

ま
ず
、
議
会
報
告
会
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
議
会

基
本
条
例
の
制
定
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
先
進
事
例
に
つ

い
て
研
修
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
情
報
の
公
開
と
政

策
活
動
へ
の
市
民
参
加
、
議

員
間
の
自
由
な
討
議
、
公
正

性
と
透
明
性
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。

【
ま
と
め
】

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
は
、

議
会
改
革
を
進
め
る
た
め
の

ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
る
。

　

基
本
条
例
は
、
議
会
委
員

会
条
例
や
議
会
会
議
規
則
、

各
種
申
し
合
せ
事
項
等
の
上

位
に
位
置
づ
け
た
上
で
、
議

会
や
議
員
の
基
本
的
な
活
動

原
則
を
明
確
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
条
例
の
形
骸
化

を
招
か
な
い
た
め
に
も
ま
ず

先
に
実
践
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
先
決
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
執
行
部
と
の
細

か
な
調
整
や
議
会
申
し
合
せ

事
項
と
の
整
合
を
図
り
、
十

分
な
検
証
を
行
っ
た
後
に
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
制

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
の
検
討
課
題
は

・
議
会
に
お
け
る
財
政
、
法

制
面
に
つ
い
て
の
計
画
的
な

研
修
会
の
実
施

・
タ
イ
ム
リ
ー
で
多
様
な
情

報
公
開
の
手
段
の
検
討

・
議
員
間
で
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
や
資
料
提
供
の
あ
り

方
の
検
討

・
議
会
報
告
会
を
実
施
す
る

組
織
の
検
討
な
ど
で
あ
る
。

【
実
施
す
べ
き
課
題
】

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　

本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
に
つ
い
て
は
、
発
達
し

た
情
報
化
社
会
の
中
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り

議
会
中
継
を
配
信
す
る
環
境

が
整
っ
て
き
て
い
る
。

　

ラ
イ
ブ
中
継
や
録
画
中
継

の
機
能
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
で
、
市
民
に
負
担
を
か

け
ず
に
市
政
の
情
報
と
議
会

審
議
状
況
が
中
継
さ
れ
て
、

市
民
と
の
情
報
共
有
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
早
い

段
階
で
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

議
会
報
告
会

　

議
会
報
告
会
は
、
市
民
と

の
直
接
対
話
を
交
え
て
、
市

政
へ
の
市
民
参
加
を
促
進
す

る
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
の
で
、
平
成
25
年
度
か
ら

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

中
で
、
市
民
か
ら
の
貴
重
な

意
見
を
政
策
に
取
り
入
れ
な

が
ら
、
市
民
の
負
託
に
応
え
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

議会改革調査
特別委員会報告
○議会報告会・議会インターネット中継実施を

○議会基本条例制定へ向けて実践を積み重ねるべき
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発
行
／
日
置
市
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
〒
８
９
９-

２
５
９
２　
鹿
児
島
県
日
置
市
伊
集
院
町
郡
一
丁
目
１
０
０
番
地　

TEL

（099

）248-9435

／FAX
（099

）273-3063

　

http://w
w
w
.city.hioki.kagoshim

a.jp

　

例
年
に
な
く
厳
し
い
寒
さ
を

感
じ
る
季
節
か
ら
初
夏
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
新
緑
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

任
期
最
後
と
な
る
３
月
定
例

議
会
も
各
議
員
か
ら
市
政
運
営

に
関
す
る
課
題
か
ら
市
民
の
身

近
な
生
活
問
題
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
、
先
の
見
え
な
い
雇
用
情
勢

な
ど
課
題
が
山
積
し
た
中
で
の

議
会
活
動
で
し
た
が
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

改
選
後
も
読
み
や
す
く
関
心

の
あ
る
市
議
会
だ
よ
り
を
心
が

け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
坂
口
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

　
　
　

関
す
る
意
見
書
提
出

　

３
月
議
会
中
、
政
府
が
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
へ
の
参
加
を
正
式
に
表

明
し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
会

議
で
下
記
の
意
見
書
が
議
会

運
営
委
員
会
か
ら
発
議
さ
れ
、

討
論
・
採
決
の
結
果
、
意
見

書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
関
係

大
臣
に
送
付
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

  

反　

対

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
な

い
よ
う
、
参
加
表
明
を
撤
回

す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
で
あ

る
。

  

賛　

成

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、

日
置
市
の
一
次
産
業
に
も
影

響
が
あ
る
。

　

す
で
に
政
府
が
交
渉
参
加

を
表
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

聖
域
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
撤
退
を
求
め
る

意
見
書
の
ほ
う
が
民
意
を
反

映
で
き
る
。

《
賛
成
17
・
反
対
２
で
可
決
》

《
発
行
責
任
》

議　
　
　

長　
　

松
尾　

公
裕

《
編
集
責
任
》

広
報
編
集
委
員
会

委　

員　

長　
　

栫　
　

康
博

副
委
員
長　
　

坂
口　

洋
之

委　
　
　

員　
　

漆
島　

政
人

　
　

〃　
　
　
　

東
福　

泰
則

　
　

〃　
　
　
　

山
口　

初
美

　
　

〃　
　
　
　

黒
田　

澄
子

　

討　

論

環太平洋連携協定（ＴＰＰ）交渉参加に関する意見書

　３月15日、安倍首相は、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）交渉への参加を正式に表
明されました。
　しかしながら、例外なき関税撤廃を原則とするＴＰＰは、全品目を自由化交渉
の対象とすることを目指しており、聖域が設けられる場合でも、対象はごく一部
に限定されるなど、我が国にとって極めて憂慮すべき事態が予想されます。
　現時点では関税撤廃の除外品目は不透明であり、今後の交渉に委ねられること
から、農林水産分野の関税撤廃は、農業を基幹産業としている本県にとっても大
きな打撃を受けることは必至であります。また、命と健康を守る公的医療保険制
度の崩壊や食の安全・安心の基準等についても見直しを余儀なくされることに繋
がり、市民生活に大きな影響が生じてくることも明らかです。
　また、本市の農業環境におきましては、中山間地域が大部分を占めており、極
めて条件不利地域であります。しかも兼業農家が多く、関税が撤廃されると一段
と後継者不足を招き、地域農業はもとより地域社会にとっても深刻な影響を与え
ることになります。
　よって、国においては、ＴＰＰ交渉が地域経済や国民生活の根本に関わる重大
な問題であることを踏まえ、特に米、麦、牛肉・豚肉、乳製品、砂糖を念頭に農
林水産分野の重要５品目と医療の国民皆保険制度については、聖域の確保を最優
先し、交渉の中で確保できないと判断した場合は、脱退も辞さない方針で臨まれ
るよう強く要請します。
平成25年３月27日

鹿児島県日置市議会議長　
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